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基幹ロケット ラインナップ

0 1 2 3 4 5 6 7

SRB ２本
GTO:3.5 ton

SRB ４本
GTO:5.0 ton

SRB ６本
GTO:6.5 ton

観測衛星・政府衛星 気象衛星・準天頂衛星・
商業衛星

0 1 2 3

科学衛星・
小型観測衛星

静止トランスファ軌道GTO（⊿Ｖ=1500m/s） （ton）

新型基幹ロケット

商業衛星

ⒸThaicom

SSO (800km) （ton）

シングルorデュアル
打上げ

大型化

イプシロン

ラインナップを
活用し、効率的に

対応可能

SSO:0.1 ton
（500kmで0.5ton）

SRB ０本
GTO:2.1 ton
SSO:3.0 ton

（５）総合システムのコンセプト
ロケット機体／射点系地上設備（３／６）
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現行イプシロン

新型基幹ロケット（液体）

イプシロン高度化（検討例）

開発シナリオ：固体と液体のシナジー効果

小型

中大型

H-IIA/B

・低コスト製造技術、高信頼性開
発手法などによりコア機体（構造、
電気、推進系、衛星ﾌｪｱﾘﾝｸﾞ）及
びエンジンを刷新

継続的な低コスト化・
能力向上開発

固体ロケット
モータの共用

アビオニクスシステム
の効率的連携

構造設計
技術の共用

技術実証結果を相互に活用
技術を発展させ活用

機動性の高い運用
システム（点検の自
動化等）

・固体ブースタ低コスト化／小型化

（５）総合システムのコンセプト
ロケット機体／射点系地上設備（４／６）
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機体・設備の機能配分の見直しにより、運用性に優れた簡素な設備を実現し、運用コスト・維持コ
ストを低減。H-IIA/Bの打上げを継続しながら、開発および初期の並行運用を進めることを条件とした
うえで、既存設備の効率的な活用も考慮する。

①設備仕様の簡素化
・射点／移動発射台の集約
・運用効率化を狙った簡素な水平整備棟（機体形態検討と並行して、整備方式トレードオフを検討中）

②機体自動点検により、設備点検装置を簡素化

吉信射点（*）を想定した射点系・地上設備全体構想（案）

①設備仕様の簡素化
・射点/発射台の集約

ＬＰ１（新型基幹ロケット用）

・打上げ時噴煙損傷の影響を受けにくい
簡素な発射台とアンビリカルタワーへ刷新
（保全費用低減）

簡素な
発射台

簡素な
アンビリカルタワー

ＬＰ２ （Ｈ２Ａ／Ｂロケット用）

・射座／発射台の集約
・H2A/Bロケット運用終了後廃止

既存設備の効率的活用
（液ガス貯蔵所等）

高層整備棟
(*)機体整備方式はトレードオフ検討中。
低層整備棟を採用した場合、高層整備棟は、
H2A/Bロケット運用終了後廃止とする見込み。低層整備棟(*)

(*)その他のエリア（大崎射点（H-Iロケット打上げにて使用）等）を活用する案についてもトレー
ドオフ検討中。液ガス関連の既存設備の有効活用の観点から吉信射点を改修する案が有力。

（５）総合システムのコンセプト
ロケット機体／射点系地上設備（５／６）
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（従来）H-IIA/B 新型基幹ロケット

地上設備には点検装置等が多数存在し、維持コスト増大

点検のためのケーブル接続等の準備作業に時間、人手

を要す。

地上から人手を介して行う点検 機体（ロケット）側で自動点検

高
層
整
備
棟

地
上

点
検

装
置

・
・
・・

・
・

準備600分
作動3分

（例）バルブ作動点検の例

点検機能を機体（ロケット）側に配分（搭載機器の高性能化や高集

積部品の適用等により製品コストは低減）

設備の点検装置を削減し、点検コストと設備維持コストを低減

上記により射場整備作業期間を短縮（約７０日→約３０日）

搭
載

機
器

自動点検機能付き搭載機器

準備0分
作動3分

・・・

地上点検装
置を削減

整備棟

②機体自動点検により、設備点検装置を削除（設備維持コストを削減）

作業期間 約３０日

ｖ柔軟な打上げスケジュール

射場整備作業の短縮

準備
打ち上
げ作業

後処
置

作業期間 約７０日

（５）総合システムのコンセプト
ロケット機体／射点系地上設備（６／６）



【飛行安全システム構想】
機体と地上設備の機能配分を見直すことにより、安全性や自在性を
確保しつつコスト低減を達成する
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（５）総合システムのコンセプト
飛行安全システム

①追尾機能をオンボード化し、地上レーダシステムを廃局する。
②飛行中断の判断機能をオンボード化し、地上運用設備をなくす。
③飛行中断機能をオンボード化し、地上コマンド局を廃局する。
④ただし、万が一の異常に備え、機体データ受信機能（テレメータ局）は一部地上に残す。

（現行システム）

（新型基幹）

①追尾機能のオンボード化
②判断機能のオンボード化
③中断機能のオンボード化

④テレメ機能は一部残す



【通信系システム構想】
機体と地上設備間の性能バランスの見直しと、機能の統廃合により
打上げコスト・維持更新コストを抜本的に低減する
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（５）総合システムのコンセプト
通信系システム

①データ・電波の統廃合（4波6種を2波に）し、地上装置及び搭載コンポーネントを削減
②周波数帯の統合に加え搭載と地上のバランスを見直すことで、地上局アンテナを

小型化し、地上設備をスリム化
③複数追跡局のリモート制御、統合運用を採用し、運用人員・運用コストを削減



0 1 2 3
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新型基幹ロケット

イプシロン、H-IIA、H-IIB

H2A202
GTO:2.9 ton
SSO:3.9 ton

H2A204
GTO:4.6 ton

H-IIB
GTO:5.5 ton

SRB ０本
GTO:2.1 ton
SSO:3.0 ton

SRB ２本
GTO:3.5 ton

SRB ４本
GTO:5.0 ton

SRB ６本
GTO:6.5 ton

（参考）基幹ロケットの打上げ能力比較（現状と今後）

SSO:0.1 ton
（500kmで0.5ton）

SSO (800km) （ton）
静止トランスファ軌道GTO（⊿Ｖ=1500m/s） （ton）

シングルorデュアル
打上げ

大型化

ラインナップを
活用し、効率的に

対応可能
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